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入射合流部
• エネルギー比1:4（10MeV:40MeV)を合流の検討を開始した。

– シケインのバンプの高さはおよそ100mm。
– 中央のベンドの漏れ磁場が数Gaussになる見込み。今後、入射合流部

の5～10MeVビームに対する影響を検討。
– シールドを挿入する場合は入射器ダンプ誘導路を避ける必要がある。

• 中央の磁石を動かす可能性がある。
• 入射器ダンプ誘導路の形状を再検討する可能性もある。

移動する可能性

入射器専用ダンプへ

漏れ磁場を懸念。
シールドの設置を検討中。



外側ループラティス案
• 分岐シケインの代わりにステアリングを2つ配置して中心軌道を補正

– エネルギー比1:2で最適化してベンドを配置
– ステアリングは小さいもので十分

• 仮に100mmのサイズを確保していている。200mの間隔で配置。

– TBAが２つ入る。
• 直線部に入るまでに位相進みによるエミッタンス増加抑制が可能（外側ループ中心

のBはrectangularにする必要がある。）
• オプティクスを滑らかにするために、★はセクターとしている。
• 5GeV-ERLのラティスに近い。

– 外側ループの分散関数フリーの部分でＱの数が減った。
• 外側・内側ループの入口のβ関数が独立に決められない。

• 加速直線部で一番高いエネルギーのビームがずれたとき、外側ループ内の直線部
のQで調整しなくてはいけない。

• Ｑの追加も検討。

Qを4つ追加して、8つにする
可能性あり。（＋1.6 m）



新しい周回部のラティスの面積
• 元のサイズ 49.5（東西） x  9.2（南北） [m]
• 新サイズ 44.9（東西） x  9.7（南北） [m]

空洞の脇の200mmのスペースに500mmを追加。
南北方向に0.5m伸びるが、東西方向に5m近く縮小する。

（元）

（新）



オプティクス設計方針1



オプティクス設計方針2 
(アイソクロナス・アクロマットのTBA）

この転送行列ではCenterのドリフトを無視している
ため、修正が必要。



オプティクス設計方針3 （直線部）



オプティクス設計方針3 （直線部・補足）

オプティクス設計方針3 （直線部）
Bodyの収束力 Edgeの収束力

ここで、



オプティクスの最適解



内側ループのケース

1. すべての取り得るK1値の組み合わせを求め
る。

2. 最大のビームサイズが1mmとなるオプティク
スを計算。（規格化エミッタンス1mm-mrad、エ
ネルギー広がり1e-5）

3. 2.で求めたオプティクスの中から、最適解を求
める。

TBAのビームサイズ 左:水平方向、右：垂直方向

TBAのQの取り得るK1値



最適なオプティクス （内側ループ）

• DFDとFDFに1/σyの積分が最小になるところがある。（ＳＡＤなどでOpticsを探すと、およそこの範囲の答えを出
す。）

• DFD(a0=-0.425)の方でK1およびδ（1/σyの積分）/δK1が小さいため、これを最適解とする。
• ビームサイズを優先したため、β関数は大きくなった。

TBAのQの取り得るK1値 1/σの積分値

TBAのβ関数、分散関数、rmsビームサイズの最適解



外側ループのケース

• Tripletとベンドの配置が非対称である。
• σyはa0に対して複雑に変化する。
• -0.85<a0<-0.92でσyの最大値が1mmになるオプ

ティクスを発見できず。

TBAのQの取り得るK1値

TBAx2のビームサイズ 左:水平方向、右：垂直方向



最適なオプティクス （外側ループ）

TBAのQの取り得るK1値
1/σの積分値

TBAのβ関数、分散関数、rmsビームサイズの最適解

• σyの最大値が1mmになるオプティク
スを発見できなかったところは除く。

• 内側ループと同様に、DFD(a0=-0.425)の方でK1およびδ（1/σyの積分）/δK1が小さいため、これを最適解とする。



まとめと今後の方針

• cERLのラティスの変更について報告。
– 1:4のエネルギー比に対応できる合流部の設計を始めた。
– 外側ループをTBAx2として、敷地面積をせまくした。
– 空洞の脇にスペースを空けた。

• 内側ループと外側ループのオプティクスを決定した。
– 以下の条件で最適化

• 空間電荷効果などによるエミッタンス増大の影響を最小に抑える。
• K1が小さく、そのずれに対して影響の少ない。

– すべての取りうるベータ関数を求めた。
• 極値解に陥る心配がない。

– ビームサイズ、空間電荷効果対策などの最適解の条件が異なる場合は、再
計算する必要がある。

– どちらのループもDFDがよい。

• 今後は、加速直線部のマッチングを行う。
– SADはRF focasingの効果が入っていない。
– elegantはフィッティングの方法がわからない。（SADのcouplingに相当するコマ

ンドはあるでしょうか？）
– TBAと同様に自作のprogramで行うか？


